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間詰材充填工法による橋台の水平抵抗を考慮した耐震補強設計 

 
大日本コンサルタント株式会社 大阪支社 構造技術部 ○田崎 賢治   

 
１ はじめに 

大規模地震に対する橋梁下部構造の耐震補強工法としては，従来，鋼板や鉄筋コンクリ

ート巻立て工法が主に採用されてきた．しかしながら，これらの工法を河川内の橋脚など

に適用した場合，河川管理上の制約や仮締切り工事等によるコスト増などの課題があり，

現在全国的に実施されている道路橋の耐震補強事業において，河川橋の補強が進まない大

きな要因となっていた．このような中，これまで，大規模地震時における上部構造の水平

変位を両端部の橋台により拘束することで，橋脚に発生する変位量を抑制し，橋脚を直接

補強しない工法の開発を行ってきた 1)～2)． 

本稿では，これらの研究成果を踏まえ，既設橋の耐震補強において，橋台の水平抵抗

を考慮した変位拘束工法により，耐震補強の実施設計を行った結果について報告する． 
 
２ 工法概要 

本工法は図-1に示すように，大規模地震時

に上部構造の水平変位を両端部の橋台により

拘束することで橋脚に発生する変位量を抑制

し，橋梁の耐震性能の向上を図ろうとするも

のである．特に，本工法においては，上部

構造が橋台に接触する際に生じる衝撃力を緩

和するため，遊間部にゴム等の間詰材を充填

し，地震当初から上部構造の応答に抵抗させ

ることで，地震慣性力の低減効果を図る． 

 
３ 対象橋梁 

対象橋梁は図-2に示すように，橋長 39.5m，

支間長 19.1mの既設の鋼 2 径間単純合成Ｉ桁

橋である．本橋は P1橋脚が河川内に位置し，

両端部に橋台を有する．構造諸元は図-3に示

すように，上部構造は鋼合成Ⅰ桁（5 主桁×2），

下部構造は RC 小判型橋脚，基礎構造は脚部

がケーソン基礎，橋台部が RC パイル基礎，

また，橋台はウイングおよび控え壁を有する

逆 T 式で，昭和 31 年の道路橋示方書に準じ

て設計された橋梁である．また，地盤条件は

Ⅱ種地盤であり，地震時に液状化は生じない． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 工法概要図  
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４ 現況の耐震性能照査と  

鋼板巻立て補強結果 

４．１ 現況の耐震性能照査 

現況の橋梁に対してレベル

２地震（タイプⅠ，タイプⅡ）

に対する耐震性能照査を行っ

た．耐震性能照査方法は動的

照査法とし，非線形時刻歴応答解析を

実施した． 
まず，橋軸方向の照査結果として，

図-4に P1 橋脚基部の曲げモーメント

－回転角関係の応答履歴結果（タイプ

Ⅱ）を示す．照査の結果，既設の橋脚

は曲げ破壊型であるが，P1 橋脚は道路

橋示方書・同解説Ⅴ耐震設計編（以下，

道示耐震編と称する）に規定される許

容回転角θa を満足しない結果となる． 
一方，橋軸直角方向については，P1

橋脚はせん断破壊型であるが，図-5に

示すように，最大せん断力Ｐ max

（=2120.0kN）は，壁式橋脚のディー

プビームを考慮したせん断耐力Ｐ s

（=2194.4kN）を下回ることから，所

要の耐震性能を満足する結果となる． 
なお，橋脚の基礎については，橋軸

方向および橋軸直角方向とも現況の橋

脚耐力に対して降伏しない結果となる． 
４．２ 鋼板巻立て補強結果 

上述の現況の照査結果を踏まえ，本

橋脚は橋軸方向に対する曲げ耐力が不

足していることから，一般的な鋼板巻

立て工法を考える場合，鋼板厚 9mm，

また，アンカー定着を必要とする軸方

向鉄筋として，D38 の 1 段配筋が必要

となる．この場合，橋脚の曲げ耐力が

大きくなることにより，基礎への負担

が大きくなり，基礎の耐震性能照査を

満足しない結果となる． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4 P1橋脚基部のＭ－θ応答履歴図  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 橋脚構造一般図  

 
 
 
 
 
 

図-2 対象橋梁  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

図-5 P1橋脚の時刻歴応答せん断力波形 
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